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1. はじめに 

室内からガラス越しに被写体を撮影すると，ガラスの反

射によって室内の物体が映り込み，被写体が不鮮明にな

る．本稿では，この問題を解決するための，映り込み低減

手法を提案する． 

 

2. 偏光特性を活用する映り込み低減 

映り込みの原因であるガラスの反射光は，図 1(a)に示す

とおり，S 偏光の反射成分が主体である．ここで，カメラの

前にセットした偏光フィルタのスリットを回転させ，S 偏光透

過量を制御することで，映り込みの鮮明さが異なる画像 3

枚を撮影する．各画像を𝐈k = {𝑖k(𝑗)}k=3,𝑗∈Pとすると，画素

位置𝑗 ∈ Pについてカメラに入射する S 偏光と P 偏光の強

度𝐈S = {𝑖S(𝑗)}𝑗∈P，𝐈
P = {𝑖P(𝑗)}𝑗∈Pは以下の式から得られ

る． 
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ここで，𝚽 = {𝜙(𝑗)}𝑗∈Pは S 偏光の振動方向とスリットのな

す角である．𝐈S，𝐈Pの導出後，図 1(a)の反射率と透過率か

ら，被写体からの光線強度を導出することで，映り込みを

低減した出力画像が得られる． 

 

3. ガラス正面撮影時の映り込み低減 

2 章の手法は，カメラに入射するガラスの反射光が S 偏

光主体であることを前提としている．しかし図 1(b)のように，

ガラス正面での撮影時は反射角が減少し，図 1(a)の両偏

光の反射率の差が縮小するため，反射光は S 偏光主体で

はなくなり，この手法を適用できない． 

ここで，図 2(a)のガラス正面撮影画像と，ガラスの斜めか

ら撮影した画像 3 枚を用い，2 章の手法で映り込みを低減

した図2(b)の出力画像を比較すると，両者には類似する領

域があることを確認できる．そこで，両者の間で画像特徴

点のマッチングを行い，対応する特徴点の組を取得する．

そして組全体を用いて射影変換を行い，図 2(b)の出力画

像から擬似正面撮影画像を生成する．図 3(a)に射影変換

の結果，図 3(b)に正面撮影画像との差分画像を示す．差

分画像の広い範囲で映り込み成分が，抽出されていること

が確認できる． 

 

 
(a) ガラスの偏光特性[2]        (b) 撮影環境 

図１ ガラスの偏光特性と撮影環境 

 

 
      (a) 正面撮影画像      (b) 斜め方向の映り込み低減画像  

図 2 正面撮影画像との比較 

 

 
   (a) 擬似正面撮影画像      (b) 図 2(a)と図 3(a)の差分画像 

図 3 射影変換の結果と正面撮影画像との差分画像 

 

4. まとめ 

斜めから撮影して得られた映り込み低減画像を活用す

ることで，正面撮影時の映り込みに対応する手法の提案を

行った．今後は，正面撮影画像から映り込みをさらに低減

することを研究課題とする．具体的には，得られた擬似正

面撮影画像は，映り込み成分を概ね含んでいないため，

正面撮影画像から映り込みと被写体を区別するためのガ

イド画像としての活用を検討している．  
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